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２ 埼玉県立秩父高等学校学則 

 

第1章 総則 

  (学則の目的) 

第1条 この学則は、埼玉県立高等学校通則第2条の規定に基づいて、埼玉県立秩父高等学校の運営に関す

る必要事項を定める。 

 (名称及び位置) 

第2条 本校は、埼玉県立秩父高等学校と称し、埼玉県秩父市上町2丁目23番45号に置く。 

  (教育の目的) 

第3条 本校は、学校教育法(昭和22年法律第26号)に基づいて、高等普通教育を施すことを目的とする。 

  (課程、学科及び修業年限) 

第4条 本校には、全日制の課程普通科を置き、その修業年限は3年とする。 

  (生徒定員) 

第5条  本校は、男女共学とし、生徒定員は埼玉県立高等学校通則の別表による。 

  (通学区域) 

第6条 削除 

 

第2章 学年、学期及び休業日 

  (学年及び学期) 

第7条 学年は4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

2 学年を分けて、次の3学期とする。 

    第1学期 4月1日から7月31日まで 

    第2学期 8月1日から12月31日まで 

    第3学期 1月1日から3月31日まで 

  (休業日) 

第8条  休業日は、次のとおりとする。 

(1) 国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日 

(2) 日曜日及び土曜日 

(3) 県民の日を定める条例(昭和46年埼玉県条例第58号)に規定する日(11月14日) 

(4) 開校記念日 (10月25日) 

(5) 春季休業日  4月1日から4月10日までの間において校長が定める期間 

(6) 夏季休業日  7月15日から9月5日までの間において校長が定める期間 

(7) 冬季休業日  12月20日から1月10日までの間において校長が定める期間 

(8) 学年末休業日  3月20日から3月31日までの間において校長が定める期間 

2 前項第5号から第8号までの休業日の日数の合計は、学年を通じて70日以内とする。 

3 校長は、第1項第5号から第8号までの休業日を定め、あらかじめ埼玉県教育委員会(以下「委員会」という。) 

に届け出なければならない。 

4 校長は、教育上必要があるときは、委員会の承認を得て休業日を授業日とし、又は教育上必要があり、か

つ、やむを得ない事由があるときは、委員会の承認を得て授業日を休業日とすることがある。 
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第3章 教育課程及び授業時数 

 (教育課程) 

第9条 本校の教育課程は、高等学校学習指導要領及び埼玉県高等学校教育課程編成要領教育課程一般

編(以下「教育課程編成要領一般編」という。) の基準により、校長がこれを定め、委員会に届け出るものとす

る。 

2 教育課程表は、別に定める。 

  (授業時数) 

第10条 各教科に属する科目、特別活動及び総合的な学習の時間の授業時数は、教育課程編成要領一般

編の基準により校長が定める。 

  (教科用図書) 

第11条 教科用図書は、校長が採択したものを使用する。 

 

第4章 単位修得及び卒業の認定 

  (単位修得の認定) 

第12条 単位修得の認定は、生徒の出席状況と平素の成績によりこれを行う。 

2 前項による認定の方法は、校長がこれを定める。 

 (高等学校卒業程度認定試験の合格科目に係る学修の単位認定) 

第12条の2 校長は、教育上有益と認めるときは、校長の定めるところにより、生徒が行う高等学校卒業程度認

定試験規則(平成17年文部科学省令第1号)の定めるところにより合格点を得た試験科目(同令附則第2条の

規定による廃止前の大学入学資格検定規定(昭和26年文部省令第13号の定めるところにより合格点を得た

受検科目を含む。) に係る学修 (当該生徒が入学する前に行ったものを含む。) を本校における科目の履

修とみなし、当該科目の単位を与えることができる。 

  (卒業の認定) 

第13条 校長は、本校における所定の各教科に属する科目、特別活動及び総合的な探究の時間を履修し、

その成果が満足できるものと認められる者に対して、卒業の認定を行い、卒業証書を授与する。 

 

第5章 入学、休学、退学、転学、留学及び出席停止 

  (入学) 

第14条 本校への入学は、校長がこれを許可する。 

2 本校に入学することができる者は、次の各号の一に該当する者でなければならない。 

(1) 中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校を卒業した者若しくは中等教育学校の前期課程 

 を修了した者 

(2) 外国において、学校教育における9年の課程を修了した者 

(3) 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修 

 了した者 

(4) 文部科学大臣の指定した者(昭和23年文部省告示第58号) 

(5) 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則(昭和41年文部省令第36号)により、中学校を卒業し 

 た者と同等以上の学力があると認定された者 

(6) その他本校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 
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3 本校の第1学年の途中又は第2学年以上に入学できる者は、次の各号に該当する者でなければならない。 

(1) 相当年齢に達している者 

(2) 本校において、当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認められる者 

4 第2項第6号及び前項による学力の認定は、校長がこれを行う。 

  (入学者の選抜) 

第15条 校長は、入学志願者に対し、委員会の定めるところにより、入学選抜を行う。 

   (志願手続) 

第16条 入学志願者は、入学願書の外に、入学に必要な書類を出身学校長を経て、所定の期日までに、本校

校長に提出しなければならない。 

   (入学手続) 

第17条 入学を許可された者に対し親権を行う者、若しくは親権を行う者のないときは未成年後見人(以下「保

護者」という。) は、所定の期日までに保証人が連署した在学保証書を校長に提出しなければならない。 

2 前項の規定にかかわらず、入学を許可された者が成年者であるときは、当該入学を許可された者が、保証

人の署名を得た誓約書を校長に提出するものとする。 

3 前2項の保証人は、独立の生計を営む成年者でなければならない。 

4 校長は、第1項又は第2項の保証人が適当でないと認めたときは、これを変更させることがある。 

5 保護者若しくは保証人が死亡し、又は保証人が第3項に規定する要件を欠くにいたったときは、改めて在学

保証書又は誓約書を提出しなければならない。 

6 保護者、生徒又は保証人が、転居又は氏名変更等をした場合には、保護者(生徒が成年者であるときは、

当該生徒。以下同じ。) は、速やかに校長に届け出なければならない。 

   (休学、復学及び退学) 

第18条 生徒が疾病その他やむを得ない事情によって休学又は退学しようとするときは、その事由を具し、保

護者と保証人が連署の上、校長に願い出て許可を受けなければならない。ただし、疾病による休学若しくは

退学の場合は、医師の診断書を添えなければならない。 

2 前項の休学は、2か月以上引き続き出席できないとき、願い出ることができる。 

3 前項により休学を願い出たときは、校長は、2年以内の期間でこれを許可することができる。 

4 休学中の生徒が復学しようとするときは、その事由を具し、保護者と保証人が連署の上、校長に願い出て許

可を受けなければならない。ただし、疾病により休学した場合は、医師の診断書を添えなければならない。 

5 第1項によって退学した者が、2年以内に再入学を願い出たときは、校長は、退学当時の在学年以下の学年

に入学を許可することがある。 

  (転学) 

第19条 生徒がやむを得ない事情によって転学しようとするときは、その事由を具し、保護者と保証人が連署

の上、校長に願い出て許可を受けなければならない。 

2 他の高等学校から転入学を志望する生徒のあるときは、校長は、教育上支障がない場合には、必要書類の

提出を求め、選考の上、履修した単位に応じて、相当学年に転入学を許可することがある。 

  (留学) 

第20条 生徒が外国の高等学校に留学しようとするときは、その事由を具し、保護者と保証人が連署の上、校

長に願い出て許可を受けなければならない。 

2 前項により留学を願い出たときは、校長は、教育上有益と認める場合には、留学を許可することがある。 

3 留学中の生徒が、復学しようとするときは、その事由を具し、保護者と保証人が連署の上、校長に願い出て
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許可を受けなければならない。 

4 校長は、第12条第1項の規定にかかわらず、前項により復学を許可された生徒について、外国の高等学校

における履修を本校における履修とみなし、36単位を超えない範囲で単位の修得を認定することがある。 

5 校長は、前項の規定により単位の修得を認定した生徒について、第7条第1項に規定する学年の途中にお

いても、各学年の課程の修了又は卒業を認めることがある。 

  (出席停止) 

第21条 校長は、感染症にかかり、若しくはそのおそれのある生徒に対して、出席停止を命ずることがある。 

   (生徒心得) 

第22条 生徒心得は、校長が定める。 

2 生徒は、別に定める生徒心得を守らなければならない。 

 

第6章 授業料、入学料及び入学選考手数料 

  (授業料、入学料及び入学選考手数料) 

第23条 授業料、入学料及び入学選考手数料は、県条例によって納入しなければならない。 

   (授業料等の減免) 

第24条 やむを得ない事由により、授業料及び入学料の減免を希望する者は、埼玉県立高等学校の授業料

及び入学料の減免に関する規則により、願い出ることができる。 

  (授業料滞納者に対する処置) 

第25条 校長は、生徒が長期にわたり授業料を滞納したときは、出席停止を命じ又は除籍を行うことがある。 

 

第7章 賞罰 

   (表彰) 

第26条 校長は、学業、人物その他が優秀であって、他の模範となる生徒に対しては、これを表彰することがあ

る。 

   (懲戒) 

第27条 校長及び教員は、教育上必要があると認めるときは、生徒に懲戒を加えることがある。 

2 懲戒のうち、戒告、謹慎、停学及び退学の処分は、校長が行う。 

3 前項による退学の処分は、次の各号の一に該当する場合に限って行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

(3) 正当の理由がなくて出席常でない者 

(4) 学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者 

4 前各項による懲戒の手続その他必要な事項は、別に定める。 

 

第8章 証明書の交付 

(証明書の交付) 

第28条 校長は、必要があると認めるときは、在学証明書、卒業見込証明書、卒業証明書、修学証明書、修了

証明書、成績証明書、単位修得証明書その他の証明書を交付することができる。 
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第9章 補則 

   (服喪) 

第29条 生徒は、親族が死亡した場合、次の表に掲げる期間、服喪のため忌引を受けることができる。 

死亡した者 忌引日数 

父・母 5日 

祖父母・兄弟姉妹 3日 

伯(叔)父母・甥・姪 1日 

曾祖父母 1日 

2 校長は、前項の規定にかかわらず、必要があると認めるときは、表以外の親族が死亡した場合にも、必要な

日数の忌引を認めることができる。 

  (細則の制定) 

第30条 校長は、学校の管理運営に関し、必要と認める場合には、細部について別に定める。 

  (学則の変更) 

第31条 本学則の変更は、委員会の承認を得て、校長がこれを行う。 

 

  附則 

 この学則は、昭和25年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成7年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成16年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成17年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成18年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成19年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成21年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成22年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成28年4月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成30年10月1日から施行する。 

  附則 

この学則は、平成31年4月1日から施行する。 
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３ 学校生活について 

（１） 教育課程および授業 

１） 令和 7年度入学生に準備されている教育課程は以下のとおりです。 

  〇1年次には、共通の科目で基礎的な力をつけることを目標としています。 

 

 



○令和７年度入学　教育課程表

0 5 10 15 20 25 30 33

保健
総合
探究

LHR

保健
総合
探究

LHR

保健
総合
探究

LHR

保健
総合
探究

LHR

数学Ｂ 数学Ｃ 保健
総合
探究

LHR

数学Ｂ 数学Ｃ 保健
総合
探究

LHR

総合
探究

LHR

0 5 10 15 20 25 30 33

※１：音楽Ⅰ／書道Ⅰ／美術Ⅰ

※２：音楽Ⅱ／書道Ⅱ／美術Ⅱ

※３：音楽理論／素描／実用の書／保育基礎

※４：スポーツⅡ／器楽／フードデザイン

※５：数学探究／数学Ｂ・Ｃ／エッセイライティングⅠ／コンテンツの制作と発信

物理

英語コミュニケーションⅢ
世界文化史
日本文化史

数学Ｂ・Ｃ

総合
探究

LHR

数学Ⅲ 数学Ｂ・Ｃ 物理

数学Ｂ・Ｃ

化学

科学と
人間生活

生物

英語コミュニケーションⅢ 体育

化学

科学と
人間生活

生物

英語コミュニケーションⅢ 体育
総合
探究

LHR

数学Ⅲ

総合
探究

LHR

世界文化史／日本文化史

特別進学
文系

論理国語 文学国語 古典探究 政治・経済
科学と
人間生活

体育

科学と
人間生活

体育 英語コミュニケーションⅢ

選択Ａ　※３ 選択Ｂ　※４
選択Ｃ
※５

３年

総合進学
文系

論理国語 文学国語 古典探究 政治・経済

特別進学
理系

論理国語
地理探究／
政治・経済

数学探究

総合進学
理系

論理国語
地理探究／
政治・経済

数学探究 数学Ｂ・Ｃ

数学Ｂ・Ｃ

化学
物理基礎
生物

体育 英語コミュニケーションⅡ
論理・
表現Ⅱ
(英語)

家庭基礎
特別進学
理系

論理国語 古典探究 地理総合 数学Ⅱ

化学
物理基礎
生物

体育 英語コミュニケーションⅡ
論理・
表現Ⅱ
(英語)

家庭基礎
総合進学
理系

論理国語 古典探究 地理総合 数学Ⅱ

論理・
表現Ⅱ
(英語)

家庭基礎

体育 英語コミュニケーションⅡ
論理・
表現Ⅱ
(英語)

家庭基礎

特別進学
文系

論理国語 古典探究 地理総合 日本史探究 世界史探究

芸術　※１

２年

総合進学
文系

論理国語 古典探究 地理総合 日本史探究 世界史探究 数学Ⅱ
数学Ｂ・Ｃ
芸術　※２

化学基礎 生物基礎 体育 英語コミュニケーション
論理・
表現Ⅰ
(英語)

情報Ⅰ

１年

数学Ⅱ

論理・
表現Ⅰ
(英語)

情報Ⅰ 芸術　※１

特別進学
（S・A）

現代の国語 言語文化

英語コミュニケーション総合進学 現代の国語 言語文化 歴史総合 公共

数学Ｂ・Ｃ

歴史総合 公共 数学Ⅰ 数学A

数学Ⅰ 数学A 化学基礎 生物基礎 体育

体育 英語コミュニケーションⅡ
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本校では 1 年次には国公立・難関私立大学を目指す特別進学クラスを 2 クラス、2 年次からは

文系特別進学クラスと理系特別進学クラスを 1 クラスずつ設置しています。特別進学クラスでは

総合進学クラスに比べ、1年次からより質の高い授業を行うとともに、授業時間数を増やし、補習

も行います。 

 2 年・3年時のコース及び科目選択の決定は 6月の三者面談で行いますので、早くからの進路研

究が必要で進路指導の時間も多く計画されますが、ご家庭でも折に触れて話題にしてください。 

 

2) 授業 

 〔特別進学クラスの場合〕 

 国公立大学を含む難関大学合格を目指し、週 3 日 7 時限目を設けることにより授業時間を確保

しました。したがって 1～3年次で週 33時間の授業を受け、さらに 1・2年次は指定された模擬試

験を全員受けることになります。 

 

 〔総合進学クラスの場合〕 

大学・短大・専門学校への進学や公務員・民間への就職など、幅広い進路実現を目指します。

部活動や委員会活動の活性化を図るため、特別進学クラスよりも１単位少ない週 32 時間の授業を

受けます。 

 

３）HP 等掲載同意について(別紙) 

本校の教育活動その他の学校運営の状況について、積極的に情報の提供及び公開をしておりま

す。生徒の学習活動や部活動の掲載は、保護者や地域の方、中学生や卒業生など様々な方の本校

への理解につながります。特に、生徒の活動を掲載することで、本人のさらなる意欲の向上につ

ながるものと考えます。つきましては、生徒の個人情報等を本校ホームページに掲載する旨をご

理解いただき、同意していただける場合は、同意書に必要事項をご記入のうえご提出いただきま

すようよろしくお願いいたします。 

 

4) その他 

 入学後は HR担任とよく連絡を取るようにしてください。特に、遅刻・欠席の場合は、Google フ

ォームを使い、当日 8 時 25 分までに連絡をしてください。なお電話連絡の場合は、8 時 25 分ま

でにご連絡してください。また、心配なことがある場合は早めに相談をしていただくようお願い

します。 

 なお、考査期間中は電話連絡のみとなりますので、ご注意ください。 
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(2) 秩父高等学校生徒心得 

 学校生活の目標 

 学校は真理を求め、平和を愛好する人間の本性に基づき、生徒の人格を陶冶し、より良き社会

を形成する能力を養う場所である。 

 生徒は自他の人格を尊重し、個性の確立に努めるとともに、その責務を自覚し、職員とともに、

秩序ある明朗な学園を自律的につくらなければならない。 

 

Ⅰ 服装 

 服装は品性の象徴である。質素、清潔に心がけ高校生としての品位を失わないようにつとめる。 

A 男子 

 1 制服 

  (1) 黒の標準型またはそれに準ずる型の学生服とし、中にワイシャツを着用する。 

 また襟に校章をつけ、所定のボタンを用いる。 

  (2) 夏季(6 月 1 日～9月 30 日)は白のワイシャツまたは開襟シャツとする。 

 いずれも左胸に校章をつける。 

  (3) 6 月 1 日、10月 1 日前後 1か月間を移行期間とする。 

 2 その他の服装 

  (1) はきもの 

    (イ) 下ばき 靴を用いる 

    (ロ) 上ばき 所定のサンダルを用いる。 

  (2) くつ下  色は白、紺、灰色、黒またはそれに近い無地のものを用いる。 

  (3) ベルト  不要な装飾の付いていない黒または茶色のものを用いる。 

  (極端に細いものは禁止) 

  (4) コート類 黒、ベージュ又はそれに近い色で華美なデザインでないもの。 

  (5) 夏季(夏服時)、気温の変動が激しい場合は、上記ワイシャツの上に学生服を着用しても

良い。 

  (6) 髪型  高校生らしいさっぱりした髪型であること。 

  (7) 体育時の服装 所定の体育着とする。体育館においては所定のシューズを用いる。 

 

B 女子 

 1 制服 

  (1) 本校指定のセーラー服とし、左胸に校章を付け、所定のスカーフを用いる。 

 スカート丈は膝頭中央とする。または本校指定のスラックスを着用する。 

  (2) 夏季(6 月 1 日～9月 30 日)は白のセーラー服とし、左胸に校章をつける。 

  (3) 6 月 1日、10月 1 日前後 1か月間を移行期間とする。 
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 2 その他の服装 

 (1) はきもの 男子と同じ 

 (2) くつ下 男子と同じ 

 (3) コート類 男子と同じ 

 (4) 気温の変動が激しい場合は、セーラー服の上に無地で黒・紺・白・灰色のセーター、 

 カーディガンの着用を許可する。 

 (5) 髪型  男子と同じ 

 (6) 体育時の服装 男子と同じ 

 

Ⅱ 登下校 

 1 始業時刻は午前 8時 35分。下校時刻は午後 4時 50分とする。 

 2 自転車で通学を希望する者は公布されたステッカーを、定められた場所に貼る。また、努め

てヘルメットを着用する。  

 3 バイクは通学距離１２㎞以上で許可指定された地域の者で、最寄駅まで３㎞以上あり、他に

適当な通学手段のないものに許可する。ただし、所定の手続きのほかに許可願書等の提出を

必要とする。バイクは排気量 50cc までのものとし、交付されたステッカーをつけて定めら

れた場所におく。 

 

Ⅲ 校内生活 

 秩序を重んじ良識ある行動を心掛ける。 

 1 欠席、遅刻、早退はその理由を HR担任又は教科担任に届け出る。 

 2 登校後外出するときは、HR 担任又は教科担任に申し出て許可を受ける。 

 3 校内での遺失物、拾得物は職員に届け出る。 

 4 学校の施設、設備は大切にし、もし破損したときは、HR 担任に申し出る。 

 5 分担区域の清掃を行い、終了後監督職員に報告する。 

 6 ポスターその他を校内外に掲示するときは特活部の許可を受ける。 

 7 印刷物その他を校内外で発行、配布又は販売するときは、特活部、生徒指導部、顧問又は担

任(以下関係職員という)の許可を受ける。 

 8 寄付金、会費等を集めたり、入場券等を販売したりするときは関係職員の許可を受ける。 

 9 個人又はグループが学校の施設を利用するときは関係職員に届け出る。 

 10 ホームルーム又は部等が校内外で会合するときは関係職員に届け出る。 

 11 所持品の整理に努め、特に現金・貴重品は管理を確実にする。 

 12 休日に登校して学校の施設を利用するときは下記事項を守る。 

  (1) 学習する者は定められた教室を使用する。 

  (2) 下校時には、教室等の窓閉め・消灯を必ず行うこと。 

  (3) 休日に登校する際は制服を着用する。但し、部活動参加時はその限りではない。 

13 携帯電話・スマートフォンについては、持ち込みは認めているが、許可された場合を除き、 

登校後、朝の SHR が始まってから帰りの SHR が終わるまで校内では使用してはならない。
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授業内等で教員の許可がある場合は使用してよい。 

 14 持ち込みタブレット端末は、教員の許可がある場合に授業中使用できる。また原則として

休み時間は使用できないが、昼休みは学習で使用する場合に限り使用できる。 

  

Ⅳ 週番 

 1 クラスの週番は各クラスの 2名が輪番制であたる。 

 2 週番の任務は次の通りとする。 

  (イ) クラスの掃除区域の清掃、整頓戸締まりなどに注意する。 

  (ロ) 毎時間の授業前に黒板その他を整理する。 

  (ハ) 学級日誌をつける。 

  (ニ) 冬季、灯油を教室に運び、ストーブの点火と消火をする。 

 

Ⅴ 部活動 

  部活動は学年やホームルームの所属をはなれて文化的・体育的活動を行い、自立的・自主的

な生活態度を養う場である。下記の事項を守り積極的に参加する。 

 1 顧問の指導に従い、秩序と規律のある行動をし、安全に努める。 

 2 活動計画は顧問と相談して作成し、特活部に届け出る。 

 3 部室はホームルームの始業から授業時間終了までの間使用してはならない。ただし、顧問の

許可があったときは使用を認める。 

 4 平日活動時間は原則１９時までとする。 

 5 宿泊をともなう活動に参加するときは、保護者の同意書を学校に提出する。 

 6 自己負担をともなう活動(練習試合等)・費用設定のある活動(合宿、見学旅行など)は、校長

に届け出て許可を受けること。 

 7 事故が発生したときは、速やかに職員に連絡する。 

 8 合宿をするとき 

  (イ) 期間は年間 15泊以内とする。 

  (ロ) 練習計画は顧問と相談の上作成する。 

  (ハ) コーチ・先輩は学校の方針に従うことを条件に各部 2名まで宿泊を認める。 

  (ニ) その他細部は合宿についての注意事項に従う。 

 

Ⅵ 校外生活 

  校外においても学校生活の目標に乗っ取り、家庭の指導の下に高校性にふさわしい言動につ

とめる。 

 1 旅行、登山、スキー、スケート等を行うときは保護者の承諾を得て十分な計画のもとに行う。 

 2 交通規則を守り交通安全につとめる。もし交通事故にあったときは速やかに担任に届け出る。 

 3 校外団体への加入、その行動への参加は保護者の承諾を得て、学校に届け出て行う。 

 4 アルバイトについてはアルバイト規定による。 

 5 男女交際は相互の家庭の了解と指導による。 
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 6 飲酒、喫煙をしてはならない。 

 7 高校生にとってふさわしくない飲食店、娯楽場へ出入りしてはならない。 

 8 原動機付自転車、自動二輪車、自動車の運転免許の取得、車両の購入、運転を希望する際に 

   は学校への所定の手続無しに行ってはならない。さらに交通安全講習を受講すること。 

 

Ⅶ 諸届 

 下記に該当するときは学校に届け出る。 

 1 欠席、遅刻、早退のとき(一週間以上の病気欠席は医師の診断書を添える。) 

 2 本人及び保護者の現住所が変わったとき。 

 3 近親者が死亡したとき。 

 4 自転車又はバイク通学をするとき。 

 5 バイク及び自動車の運転免許を取得しようとするとき。 

6 アルバイトをするとき。 

 7 校外の団体への加入とその行動に参加するとき。 

 8 個人又はグループが校内の施設を利用するとき。 

 9 ホームルームや部などが校内で会合するとき。 

 10 部活動として行事(宿泊をともなう活動－合宿、見学旅行などを含む)を行うとき。 

 11 部活動の時間を延長するとき。 

 

Ⅷ 教育相談 

 高校生活は生徒一人一人が友人関係や進路の問題など、様々な悩みを持つ時期です。一人で悩

まないで保護者、学校の先生又は身近な人に是非相談してください。 

 また、学校以外の機関でも相談を受けることができます。 

 ・よい子の電話教育相談(24 時間受付) 

   生徒用 TEL 0120-86-3192   保護者専用 TEL 048-556-0874 

   メール・インターネット soudan@spec.ed.jp  

・最寄りの警察署生活安全課など 
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交通安全について 

 健康と安全の確保は全ての生活の前提である。交通事情のきびしい昨今であるから、登下校の

時も、家庭にあるときも、自他の安全のために交通に関するルールを尊重し、それにもとづいて

行動する。次の諸点について特に留意する。 

 1 歩行のとき ･･････ ・右側を 1列に歩行し、他の交通を妨げない。 

             ・歩きながらのスマートフォンの使用はしない。 

 2 自転車のとき･･････ ・左側を 1列に進行し、並進による危険を防ぐ。 

             ・ヘルメットの着用に努める。 

             ・2 人乗りや暴走をしない。 

             ・雨天時は傘ではなく、カッパを着用する。 

             ・夜間は必ず灯火を点灯する。 

             ・ヘッドホン・イヤホンをして乗車しない。 

             ・携帯電話・スマートフォン等の操作をしながらの運転は禁止する。 

 3 二輪車のとき･･･････ ・フルフェイスのヘルメットを着用し、2 人乗り、暴走等はしない。 

・初心運転期間終了後も 2人乗りは極力しない。 

 

 

 

アルバイトについて 

 アルバイトは原則として認めない。 

 高校生活は学業･部活動等に積極的に取り組むことが望ましい。ただし、家庭の状況等により認

めることもあるが、その場合は、アルバイト契約をする前に担任に相談し、その後担任･係に申請

書を提出し学校長の許可を得る。 
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 (3) 奨学金制度について 

 1 種類 

  名      称    月 額    出 願 期 間 返  済 

①埼玉県高等学校等奨学金 

a. 25,000 円 

b. 20,000 円 

c. 15,000 円 4 月中 

 

高校卒業予定月の 4年 

6 ヶ月経過後から最長 

12 年の範囲で返還 

無利子 

入学一時金 

a. 100,000 円 

b. 50,000 円 

②交通遺児育英会 

a. 20,000 円 

b. 30,000 円 

c. 40,000 円 

4 月 1日～ 

1 月 31 日 

貸与期間終了後 

20 年以内に割賦返還 

無利子 

③あしなが育英会 30,000 円 5 月(予定) 給付 

④りそな未来奨学生 20,000 円 5 月 給付 

 2 選考基準 

  ①の対象となる生徒 

  (1) 高等学校等に在学すること 

  (2) 保護者が埼玉県内に居住していること 

  (3) 品行方正であって、学習意欲が有り、経済的理由により修学が困難であること 

     (学力要件はありません) 

  (4) 世帯の都道府県民税・市町村民税所得割額の合算が基準額以下の世帯 

  ②～④以外の奨学金も多数あります。その都度問い合わせてください。 

 

(4) 県立高等学校入学料･授業料･諸会費等の納入について 

 県立高等学校の入学料･授業料･諸会費等は、口座振替により納入していただきます。別にお渡

しする用紙(入学料･授業料等口座振替依頼書)で手続をしてください。口座振替ができる金融機関

名も記載されていますので、該当する金融機関で手続をしてください。 

 金融機関で手続をしてから、3 月 13 日(木)までに、本校事務室へ提出(郵送可)してください。

(間に合わない場合は 17日の入学許可候補者説明会受付へ提出してください。) 

 

  1) 入学料及び授業料の納入について 

金融機関へ届け出た口座から次により口座振替で納入していただきます。 

   ア 入学料 5,650 円 

     口座振替日 4 月 30 日(水) 
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※入学料の減免について 

   経済的に入学料の納入が困難な方については、入学料の納入免除制度があります。(生活保

護法による高等学校就学費の給付を受けられる方を除く) 

 減免となるのは、免除要件に該当する場合のみです。免除要件は、別紙｢入学料減免を希望

される方へ｣により、ご確認ください。 

   なお、減免となるのは入学料 5,650 円のみで諸会費等は免除の対象となりませんので御了

承ください。 

 

 イ 授業料 

     別紙｢県立高等学校授業料のお知らせ｣により、御確認ください。 

 

 ※高等学校等就学支援金について 

  保護者の市町村民税の状況に応じ授業料相当額の支援を行う制度です。詳細は、3 月 17 日

(月)の入学説明会でお配りする書類をご覧いただき、申請の準備をお願いします。受給を希望

されない方を含め、全員が紙またはオンラインで申請する必要がありますのでご注意ください。 

 

2) 諸会費等の納入について 

 ア 金融機関へ届け出た口座から、下記により口座振替となります。 

 イ 振替日は、令和 7年 5月 26 日(月)と 10 月 27 日(月)です。 

  (下表の振替日及び振替額参照) 

○振替日及び口座振替額(令和 7年度予定) 

 振替額 ※令和 6年度の金額(参考)。令和 7年度は決定後に別途通知します。 

1 年生 学年費 PTA会費 後援会費 生徒会費 環境整備費 振替手数料 合 計 

5 月 26 日(月) 40,000 3,000 8,100 5,250 4,500 33 60,883 

10 月 27 日(月) 0 3,000 8,100 5,250 4,500 33 20,883 

 ※1 預金不足等により口座振替ができなかった場合は、速やかに現金で学校の事務室窓口に納

入していただきます。なお、この場合は学校から連絡します。 

※2 諸会費等については、クラスにより納入額が異なります。したがって、クラスによっては

不足額を別途納入していただくことになりますので御了承ください。 

※3 2･3 年生の諸会費等の金額は、1年生と異なります。 


